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「意味順」って何？
だれが する (です) だれ・なに どこ いつ玉手箱
意味順（Version 3.0）
「意味順」とは、英語の語順を意味のまとまりでならべたものです。 Î ５文型 compatible！
z それぞれの枠は「意味順ボックス」と呼びます。 Î 何が入るかは日本語で考えて OK ！
z 使わない「意味順ボックス」は、飛ばして埋めていきます。 Î 必要なものだけで OK ！
z 「だれ・なに」の「・(中点)」は、「両方、もしくはどちらか一方」を表します。 Î and/or



































５文型 だれが する (です) だれ・なに どこ いつ
SV He lives in Kyoto.
SVC She became a doctor last year.
SVO They play soccer in the park.
SVOO He teaches us English on Monday.












「助動詞」は「する (です)」の項目になります。 Î 文法を二次元で捉える「意味順マップ」
z 英語を読んだり聞いたりするときに、前から順番に理解するように指導できます。「関係詞」や
「名詞節」などは「意味順」を二段にして指導します。 Î 「入れ子構造」で視覚的に理解！
英語を教える場合……
―「使える」英語の指導を目指して―
2020年度から、小学校での「外国語活動」（3、4
年生）と「外国語科」（5、6年生）が始まります。
中学・高等学校では、これまで以上に「話すこと」
「書くこと」といった英語で表現することに重点が
置かれることになります。
「意味順」を取り入れた指導法で、小学校から高等
学校・社会人まで、一貫して英語を教えることので
きるカリキュラム作りを目指しています。
― ICTによる新しい学習方法の開発に向けて―
「意味順」を使うと視覚的に英語を理解することが
できます。この特徴を活かして、手を動かしながら
英語を組み立てられる「アプリ」を開発しています。
直感と視覚イメージで文を組み立てる練習を繰り返
すことで、単なる暗記ではなく、英語の仕組みに基
づいた英語学習ができるようになります。
現在は決まった文だけですが、様々な文を作ったり、
自動で採点したりできるようにする予定です。
